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令和元年度 「道徳教育改善・充実」総合対策事業

第５回道徳教育実践研究委員会（小・中学校部会）

多様な教材を活用した
指導の工夫

畿央大学 島 恒 生

はじめに

道徳科の授業づくり
子どもが考え活躍する授業づくり。子どもに「えっ」と思わせる
問いと、みんなで考え合い、納得と発見のある授業をつくる。

教育活動全体で行う道徳教育

道徳科での指導と教育活動全体で行う指導がつながり、
補い合いながら深まりや広がりがもてるようにする。

チームとして取り組む体制づくりと実行

教職員がチームとなり、授業改善や道徳教育の推進に向
かって一枚岩となる。中学校区の授業づくりネットワーク。

今、何が求められているか

行い、行動レベルの道徳。

「伝える」「教師がしゃべり過ぎる」という教師中
心の伝達型の指導。

発達の段階が考えられていない指導。

「道徳科」の実践に向けての課題

発達の段階などを十分に踏まえず、児童生徒に望まし
いと思われる 分かりきったことを言わせたり書かせ
たりする授業になっている例がある。

読み物の登場人物の心情理解のみに偏った形式的な指
導が行われる例がある。 中教審答申「道徳に係る教育課程の改善について」

（平成26年10月21日）より

子どもにとっても、教師にとっても楽しい道徳科に！

子どもにとって、「納得」と「発見」のある授業。

子どもの頭がフル回転する授業。

だれもが活躍し、一人一人の思いが自由に出て、
認め合いのある授業。

45分、50分が、あっという間に感じる授業。
授業が終わってからも、教室のあちらこちらで、
まだ話が続いたり、余韻に浸ったりしている授業。

「先生、またしようよ」という声の出る授業。

子どもにとっても、教師にとっても楽しい道徳科とは？

「考え、議論する道徳」で！

「道徳科」の実践に向けての課題

子どもに納得と発見のある授業

↓

主体的・対話的で
深い学び

のある授業を創る！

主体的・対話的で深い学びの授業

なぜ、主体的が大切？
→ 受け身の学習よりも能動的な学習が深く学べる

なぜ、対話的が大切？
→ 学びは必ず、人との間で起こる

重要なのは……

深い学び

教師から尋ねられるから答える授業ではなく、

子どもたちが思わず考え、話したくなる授業

子どもにとっての納得
と発見があるか!?

◎ 教師がしゃべり過ぎない授業！

◎ しかも、学びのある授業！

学びを
つくる

問いを
つくる

「考え、議論する道徳」をつくるために

環境を
つくる

「道徳性を育てるのが道徳」を外さない！

教師がゴールをもつ！

発達の段階をしっかりと考える！

思わず考えたくなる問いと必然性を！

問いを示すめあてで授業に１本の軸を！

しっかり追求させ、子どもの手柄に！

友達の考えに関心を寄せる集団づくり！

陰の最大の理解者となり、役者を演じる！

普段から育て、道徳科で確かな認識に！
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状況理解レベル

心情読解レベル

道徳的価値レベル

道徳科の目標、ねらい

「深い学び」の鍵

授業レベルで
考えると

道徳性とは

地域教材の活用

導入や終末における「私たちの道
徳」の詩やメッセージの活用

導入や終末において，日常生活や他
教科等との関連を生かした工夫

など

多様な教材を活用した指導の工夫

学校教育法

第三十四条 小学校においては、文部科学大臣の検定を経た教科用図書又は文部

科学省が著作の名義を有する教科用図書を使用しなければならない。

④ 教科用図書及び第二項に規定する教材以外の教材で、有益適切なものは、これ

を使用することができる。

地方教育行政の組織及び運営に関する法律

第三十三条

２ 前項の場合において、教育委員会は、学校における教科書以外の教材の使用に

ついて、あらかじめ、教育委員会に届け出させ、又は教育委員会の承認を受けさ

せることとする定を設けるものとする。

学校における補助教材の適切な取扱いについて（通知） 文科省初中局長
平成27年3月4日

ただし，上記の地方教育行政の組織及び運営に関する法律第33条第2項の趣旨は，
補助教材の使用を全て事前の届出や承認にかからしめようとするものではなく，教
育委員会において関与すべきものと判断したものについて，適切な措置をとるべき
ことを示したものであり，各学校における有益適切な補助教材の効果的使用を抑制
することとならないよう，留意すること。

四つの視点の特徴をヒントに。

Ａの視点……自分の弱さに打ち克つ。

Ｂの視点……相手のことを最大限に大切に。

Ｃの視点……集団の中に、自分もいる。

Ｄの視点……ちっぽけだけど、とてつもなく

大きなもの。

視点の違い

発達の段階や内容の視点から考える

「深い学び」のために

低、中、高学年、中学校は違う！

親切にすると、相手だけでなく自分や周りの人たち
も嬉しくなり、心が温かくなることを理解し、…。

親切や思いやりは、もし自分だったらなどと、相手
の気持ちを深く理解し、相手のために自分ができる
ことを届けることであることを理解し、……。

親切や思いやりは、相手の気持ちを考えるだけでな
く、どうすることが本当に相手のためになるかまで
も考えることが大切であることを理解し、……。

親切や思いやりは、相手のことを思うがためのもの
であるから、相手に気遣いをさせないさりげなさが
大事であることを理解し、……。

低学年

中学年

高学年

中学校

「親切、思いやり」の学びの発達の段階

自分もぽかぽか

相手の気持ち

相手の立場

さり気なさ

授業は板書に表れる
○ 授業記録になってしまっている板書からの脱却を！

○ 第三層の主張のある板書を！

「深い学び」のために
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